
「医師として
国際保健医療協力に携わるということ」

第二回 医学科国際交流セミナー

日時 ２０１０年１２月２０日 １５：００～１７：００
場所 大阪大学医学部講義棟 B講堂
主催 医学科国際交流センター
共催 医学科教育センター
＊セミナー終了後茶話会を予定しています（～１８時）
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/cir/home/seminar.html

申込：不要
問い合わせ：医学科国際交流センター
Tel： 06-6879-3849
info@cir.med.osaka-u.ac.jp

医師は臨床・基礎研究分野以外にも活躍の場があるのをみなさん知っていますか？

今回は臨床の第一線で働いた後現在は行政機関等で国際保健医療協力に携わっている

4人の医師に、現在の仕事にいたった経緯や国際保健協力分野で求められる人材、キャリ
アメイク等についてお話いただきます。

講師安田直史（阪大医 S59卒国連児童基金 HIVエイズ専門官）

高島義裕（阪大医 H3卒 世界保健機関 拡大予防接種課 医務官）
田中剛（阪大医 H10卒国立精神・神経医療研究センター 企画医療研究課長）

仲佐保（広大医 S55卒国際医療研究センター国際医療協力部 国際派遣センター長）


